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子育て世代必見！子育て世代必見！



　令和６年第４回定例会が、１２月４日から１１日までの８
日間の会期で開催されました。令和６年度大子町一般会
計補正予算など町長から提出された議案１０件について、
すべての議案が全会一致で原案どおり可決されました。
　新しい条例として「大子町ポイ捨て等防止条例」が令
和７年４月１日から施行されることで、更なる清潔で美し
いまちづくりや快適な生活環境の保全が見込まれます。

大子町ポイ捨て等防止条例が４月から施行されます！

一般会計予算の主なもの
歳　　入 補　正　額

地方交付税 ２億１４１万円
国県支出金 ５０７６万７千円
繰入金 ５５６８万７千円
繰越金 △１億６７３万９千円

歳　　出 補　正　額
ふるさと大子応援寄附金返礼品 １０９４万６千円
南中学校共有地所有権移転業務委託料 １６０５万４千円
障害福祉サービス給付費扶助 ８２００万円
学校用地購入費 ２５０３万５千円
長期債償還元金 ２８０９万７千円

第４回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告８号 和解及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 報 告 済

議案第95号 大子町ポイ捨て等防止条例 原案可決

議案第96号 大子広域公園多目的運動広場の管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第97号 大子町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第98号 大子町印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第99号 大子町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

令和６年　第４回定例会

大子議会だより No.220　2

令和６年第４回定例会



大子町固定資産評価審査委員に嘉成信夫さんを選任
　大子町固定資産評価審査委員会委員の嘉成信夫さんが、令和６年 12 月 25 日で任期満了とな

るため、同氏を引き続き選任することに同意しました。任期は令和６年 12 月 26 日から令和９

年 12 月 25 日までです。

　第３回臨時会が 11月11日に開催され、町長提出議案５件（うち報告１件）について、すべての

議案が全会一致で可決されました。

９月に発生した豪雨災害関連の補正予算（専決処分）
を承認！

第３回臨時会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告７号 和解及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 報 告 済

議案第91号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認を求め
ることについて 原案承認

議案第92号 中心市街地排水処理施設整備工事（１工区）変更請負契約の締結について 原案可決

議案第93号 観光交流施設敷地造成工事請負契約の締結について 原案可決

議案第94号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第100号 既存衛生センター及び堆肥化施設解体工事変更請負契約の締結について 原案可決

議案第101号 大子町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

議案第102号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案第103号 令和６年度大子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

令和６年　第３回臨時会

3　大子議会だより No.220

令和６年第４回定例会・令和６年第３回臨時会



■今回の調査概要
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　今後、大子町の学校教育は変革期を迎えます。
　まずは令和７年度からの中学校統合。現在４校ある中学校が今年の４月から「大
子中学校」１校に改編されます。
　そして令和８年度からは、中学生の海外語学研修が始まる予定です。
　そこで議会では、町長からの事前説明を受けて、語学研修の候補地であるシン
ガポールへ足を運び、下記項目に関する現地調査をおこなってきました。その内
容をご報告します。
　今後、事業の実施が正式に決定されると、先々、保護者や関係者向けの説明会
が開催されることになります。その際の「予備知識」として興味をもってご覧い
ただければと思います。

　大子町が目指す「将来を担うグローバルな人材育成」を進めるために

「中学生海外語学研修」の実施が見込まれています。これは、町内の中

学校に通う中学 3 年生全員を対象にしたもので、開始は令和８年度か

ら予定しています。

　研修の最有力候補地として、シンガポールが挙げられています。

中学生海外語学研修とは

中学生が研修をおこなう予定の施設や見学地などを視察してきました。

　○訪問時期　令和６年 10 月 28 日から 31 日まで

　○視察先国　シンガポール共和国

　○研修施設　華中国際学校（ホワチョンインターナショナルスクール）

　○見学施設　シンガポール国立博物館、ラッフルズ病院、ナイトサファリ

　○付随調査　常陽銀行駐在員との意見交換、市内主要地区の見学

　○調査項目　①シンガポールの教育事情は？　
　　　　　　　②安全性は？　
　　　　　　　③衛生環境は？　
　　　　　　　④物価は？
　　　　　　　⑤医療関係は？　
　　　　　　　⑥大子町にビジネスチャンスはある？

～ シンガポールを調査してきました ～
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　正式な名称は「シンガポール共和国」といいます。
マレー半島の南端に位置しており大小 50 の島々か
らなる独立国家です。
　面積は約 720㎢で大子町（325㎢）の２倍程度
しかありません。それなのに人口は 564 万人も住
んでいて、人口密度は世界で２番目に高い国です。
近代的な建造物が建ち並び、魅力的な観光名所が多
く存在しています。「マーライオン」や船型のプー
ルがビルの上に乗っている「マリーナベイサンズ」
などが有名です。

シンガポールってこんな国

　今回の調査では、「ホワチョンインターナショナルスクール」という学校の学生寮などを視察して
きました。現地スタッフの話などを聞き、シンガポールの教育が非常に熱心であることを確認しまし
た。2024 年のアジアの大学ランキングを見ると、トップ５にシンガポールの大学が２校も入ってい
ます。（イギリスの高等専門誌「THE Times Higher 
Education」より）
　第１位　清華大学（中国）
　第２位　北京大学（中国）
　第３位　シンガポール国立大学（シンガポール）
　第４位　南洋理工大学（シンガポール）
　第５位　東京大学（日本）
　ちなみに日本の大学は、第 13 位が京都大学、
第 20 位が東北大学だそうです。

①シンガポールの教育事情は？

　シンガポールは地震が少ない国です。これは赤道近く
にあり、地質学的にも安定した地域に位置しているため、
地震や火山の影響をほとんど受けないそうです。また、
赤道直下付近では台風が発生しないので、台風も来ませ
ん。超高層ビルが多く存在することに納得しました。
　治安面では、刑法が非常に厳しいため犯罪が少ないよ
うです。アルコールの販売時間や喫煙場所なども法律に
よって厳格に定められています。

②シンガポールの安全性は？

調査の結果は次のとおりです。
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設備が充実している学生寮

自然災害の少なさを象徴する超高層ビル。
写真はビルの屋上にプールが乗った「マリーナ
ベイサンズ」

日本から飛行機で約7時間
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　シンガポールの街中には至る所にゴミ箱が設置してありました。「どうし
てこんなに」と思うほどあったので、さすがに街なかはきれいでした。
　また、蚊もいませんでした。シンガポールは蚊の駆除に対してとても熱心
で、定期的に殺虫剤を撒いており、実際に専門の業者が作業している風景を
見ることもできました。暑い国にも関わらず、日本よりセミや虫が少ない印
象でした。

③シンガポールの衛生環境は？

　シンガポールの物価は日本よりも高いです。コンビニで 500㎖
の水を１本買うと 400 円くらいします。現地ガイドの話では、戸
建てに住む人は一部の上流層であり、ほとんどの人はマンション
暮らしだそうです。車を所有している人も一部の人で、高くて買
えないようです。日本製の車が多く走っていましたが、日本の３
倍くらいの価格だそうです。全般的にシンガポールの物価は高い
ので、留学などの長期滞在よりも研修などの短期滞在が向いてい
ると感じました。

④シンガポールの物価は？

　「シンガポールで体調が悪くなったらどうしよう」
現地を訪れる前、大人の私たちも不安に感じていました。初めて
海外へ行く中学生はもっと感じることでしょう。
　しかし、体調の悪くなった場合の対策はきちんと考えられて
おり、今回の現地調査で「ラッフルズ ジャパニーズクリニック」
という病院を視察してきました。
　この病院では日本人の医師や看護師が対応してくれるので、研
修の時に体調が悪くなったら、こちらの病院で診察を受けること
になります。

⑤シンガポールの医療関係は？

　今回の現地調査の際に、常陽銀行シンガポール駐在員の
石﨑さん（茨城県庁職員）と意見交換をおこなって来まし
た。大子町にビジネスチャンスはあるのでしょうか？
　昨今、インバウンドによる需要拡大が話題ですが、シン
ガポールの人たちの訪日も例外ではなく、さくらの季節や
紅葉の季節には、北海道への直行便がでるくらい人気だそ
うです。シンガポールには山や田畑がないので大子の風景
は意外と好まれるのかもしれません。他には、大子の米や
しゃもなどが受入れられるか可能性を聞いたところ、「ハードルは高いが飲食店や高級ホテルなど
へ売り込むことで可能性は広がるのではないか」ということでした。

⑥大子町にシンガポールでのビジネスチャンスはある？

街中に設置されていたゴミ箱

日本人医師が多数在籍する病院

シンガポール駐在員石﨑さんとの意見交換会

日本より物価の高いシンガポール



■総評（行って、見て感じたこと）
　町の新たな取組の一つに、英語学習の意欲向上を目指す「中学生海外語学研修」があり、
現在準備が進められています。この新たな事業の実施に向け、議会として検証する責務を果
たすために現地視察をおこなってきました。
　中学生を派遣するうえで、国内情勢の安定や治安の良さは絶対条件といえます。また、自
然災害発生リスクの少なさも条件とした時、いずれに関しても候補地のシンガポールは高い
信用度があると現地に行ってみて感じました。
　教育の面でもシンガポールは熱心な国であり、教育施設の環境も良好であることからシン
ガポールは適した研修地といえます。
　医療体制についても日本人医師が多数勤務している病院があり、医療ケアは問題ないと思
われます。

異国の地で生活することは非日常を体験することであり、良い意味で心身ともに大きな影
響を受けるのではないでしょうか。空港での搭乗手続きや出入国手続きは、今後の人生に
おいて、体験者と非体験者に大きな違いがでてくるだろうと思います。
現地では日本から来ていた私立校の学生などを多く目にしました。中学生が世界を体感す
ることは、決して早過ぎることでも特別なことでもないように感じました。
公立中学の生徒で海外を体験できる人はそれほど多くないと思われます。大子町の中学生
すべてが海外を体験できるのは大きなメリットであり、ほかの自治体が真似をしたくても
生徒数が多くては実施が困難であり、大子町だからこそできる事業の強みといえるでしょ
う。
今回の現地調査で、ホテルなどの日常生活において、「英語が使えない不便さと無念さを
感じた」と語る人が多くいました。研修中に中学生が同じような感情を抱いたとしたら、
必ずや英語学習への熱意が高まると思われます。英語を学び始めた若い年代に、英語圏で
の体験をさせることは有意義なことであるといえます。

「この景色を子ども達に見せてあげたい！」シンガポールにはそんな景色がたくさんあり
ました。

「英語を学びに行く」ことが目的の事業ではありますが、学習以外の部分で、もっと世界
を見て、感じて、楽しんできてほしいと思いました。

　「海外語学研修」と聞いて不安に感じる生徒や保護者の方は大勢いると思います。
　現地調査に行く前の私たちも確かにそうでした。しか
し今は違います。行ったことが自信に繋がりました。若
い感性を持つ中学生なら尚更だと思います。
　前述しましたが、事業が決定した後に説明会が開催さ
れると思いますので、その際には「予備知識」として今
回の報告書を再度読み返していただければと思います。

☑

☑

☑

☑

☑

☑
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11 月、12 月、1 月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

11月

12月

１月

・議会だより NO,219 号 発行　〔広報委員〕
・茨城県町村議会議長会行政視察　〔議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・第３回臨時会　〔全議員〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
・国道 461 号整備事業促進及び大子町基盤整備に関する中央要望　〔議長〕
・第３回定例会　〔全議員〕
・交通安全キャンペーン　〔議長〕
・教育委員との意見交換会　〔文教厚生委員〕
・大子町学校警察連絡協議会　〔議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・芳賀郡北部広域行政推進協議会来庁　〔議長〕
・新春のつどい　〔全議員〕
・庁内議員研修会　〔全議員〕
・第 1 回臨時会〔全議員〕
・議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕

　とある講演会が印象的でした。それは
地方の活力創出とＳＤＧｓについての講
話だったのですが、目から鱗が落ちると
はこのことか、の心境になったのです。
　皆さんも一度は耳にしたことのあるＳ
ＤＧｓ「持続可能な社会目標」ですが、
私は環境に良いことをする慈善運動だと
思っていました。でも誤解だったのです。
　新しい資本主義という考えがあります。
従来の資本主義は利益獲得を目標とする
ため、貧富格差の発生や、経済活動にと
もなう環境破壊など諸問題が起きやすい
側面がありました。
　では、高齢化社会や、労働人口減少な
どの社会問題の解決を目標とする企業が
あったらどうでしょう。事業を推進し、
利益追求するほど世の中は良くなります。

そのような社会問題解決に取り組む経済
活動が「新しい資本主義」なのです。
　新しい資本主義のアイデアを持つ若者
が、起業したくても資金が乏しいのは世
の常。これは社会的損失だと、そのよう
な起業家に資金を提供する仕組みが世界
には存在するのだそうです。
　でも、きちんとした事業に出資しなけ
ればならない。そこで社会貢献となる分
野を 17 に分類し、出資対象者の選別を
しやすくしたのが「ＳＤＧｓ」なのだそ
うです。ですから「儲ける経済活動をし
て世の中を良くしましょう」が原則であ
り、慈善活動だと思っているのは日本だ
け。世界から立ち遅れているのです。日
本の若者や起業家がＳＤＧｓの真意を理
解し、その誰かが地方で事業展開をすれ
ば、地方は輝き出すことでしょう。

つ
ぶ
や
き
議
長

大
森
勝
夫

ほんとうのＳＤＧｓ 連 載

※一部抜粋
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ピックアップ

　11 月 25 日、国土交通省などを訪問し、国道
461 号や大子町基盤整備に対する要望活動をお
こないました。
　今回の要望活動には、国道 461 号整備促進協
議会会長の高梨町長をはじめ、大森議長、高萩市
長、常陸太田市長などが出席しました。
　また、大子町基盤整備の要望活動では、高梨町
長と大森議長が国土交通省などを訪問して「要望
書」を提出してきました。

■国道 461 号・大子町基盤整備に対する国への要望書を提出

　１月 22 日、役場庁舎内において法律等に関する研修
会を実施しました。
　今回のテーマは「ハラスメント防止及び議員活動にお
けるＳＮＳの利用上の注意点」です。
　講師には弁護士の帖佐直美（ちょうさなおみ）さんを
招いて、議員が実際に訴えられた裁判事例や「つい、う
っかり」がもたらす危険性などを学びました。

■庁内議員研修会

　茨城県内外の町村議会から問い合わせをいただき行政視察を受け入れました。
　当日は、大森議長等が出席して歓迎のあいさつをおこない、担当課が事業の説明を行いました。
　説明後の質疑では、大子町が実施している多くの事業に興味を示していただき、視察目的以外の質
問なども多数寄せられました。今回来町された議会の皆さんを紹介します。

■大子町へようこそ！（行政視察）

（市貝町、芳賀町、益子町、茂木町
の議会で構成された組織）
24 名

【視察概要】（１月 16 日）
・ＡＩ乗合いタクシー事業
・町営観光施設におけるアウトドア
　事業

○栃木県芳賀北部広域行政推進協議会
　　（会派：新政とうかい）

９名
【視察概要】（１月 22 日）
・子育て支援策について
・新庁舎建設について

○東海村議会
（議会運営委員会）

８名
【視察概要】（１月 29 日）
・議員定数削減及び議員報酬の改
　定について

○宮城県丸森町議会
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議員活動報告・つぶやき議長

国に対して要望書を提出する高梨町長（会長）、
大森議長（監事）

講師の話を熱心に聴く議員（全員参加）



令和６年 10 月 1 日から町民課な
どの窓口で、こちらの封筒の利用
が始まりました。
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あん議
と き
会の質問は今？！

　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているか、現在の状況をお
知らせするコーナーです。
　今回は、「窓口用封筒の作成」についてです。
　この内容に関する一般質問が令和５年第４回定例会でありました。その時の答弁は次の
とおりでした。　

【あん議
と き
会の質問】 【そん時の回答】

議員：広告代理店が広告主を募り、
広告入りの封筒を自治体に無償提供

（寄附）する仕組みがあるが、導入を
検討してはどうか。

執行部：諸課題はあるが、特に窓口
で使用する封筒については問題がない
と判断できる。一部のサービスにおい
て広告代理店の募集など試行的に検討
したい。

令和６年１月 15 日
大子町が「株式会社郵宣協会東日本支
社」と協定を交わす。

　この窓口用封筒は『株式会
社郵宣協会』から無償で提供
されています。
　10月から利用が始まったこ
とで、町の経費削減が図られ
ることになりました。
　さらには、窓口業務におけ
る住民サービスの向上や地域
企業の育成発展にも役立って
います。



一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事
務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和６年 第４回定例会

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

８名の議員が一般質問！！
ページ 　　質　　問　　者 　　　　　　　質　　問　　内　　容

P12 介川　秀男　議員
停電時のＦＭラジオからの情報発信について
運転免許更新時の高齢者講習について
ＬＥＤ照明購入時の町の対応について

P13 福田　祥江　議員
Ｊクレジットに取り組む考えは
バイクライダーに対する誘客策を

P14 飯村　　剛　議員
大神宮山頂の景観整備の実施を
魅力的なロングトレイルコースの整備は
ぺットと訪れる観光客が増えるのでは

P15 川井　正人　議員
チャレンジショップの整備は
庁舎内にウォータースタンドを設置しては

P16 須藤　　明　議員 日体大との今後の事業展開は

P17 佐藤　正弘　議員
補聴器購入費用助成制度は
非核平和都市宣言の懸垂幕の設置について
重点支援地方交付金について

P18 菊池　靖一　議員
御免沢町道の除草回数拡充を
ポイ捨て禁止看板設置の考えは
ふるさと納税の拡充について考えていることは

P19 齋藤　忠一　議員
消防団員確保が急務では
やな場の整備と子供の憩える河川整備を
松沼河川敷の伐採は出来ないか
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

後
、
大
規
模
な
停
電
発
生
時
に

は
、
町
と
し
て
電
力
事
業
者
か

ら
有
力
な
情
報
が
得
ら
れ
た
際

に
は
早
期
情
報
発
信
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

【
町
長
】
こ
の
停
電
時
に
は
私

も
電
力
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ

し
て
い
る
が
原
因
、
復
旧
目
安

共
に
調
査
中
と
し
か
回
答
を
頂

け
な
か
っ
た
状
況
で
は
、
町
と

し
て
も
調
査
中
と
い
う
表
現
の

公
表
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
は

認
識
し
て
頂
き
た
い
。
た
だ
、

今
後
町
全
体
が
長
期
間
停
電
に

な
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

皆
様
の
生
活
を
様
々
な
形
で
支

え
て
い
く
。

【
介
川
】
70
歳
以
上
の
方
が
運

転
免
許
を
更
新
す
る
に
は
、
高

齢
者
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
高
齢
者
講
習
を
希
望

す
る
方
へ
の
町
の
対
応
と
今
後

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
今
現
在
、

大
宮
自
動
車
教
習
所
へ
の
送
迎

を
、
午
前
便
の
み
第
２
水
曜
と

【
介
川
】
災
害
時
に
は
町
と
し

て
避
難
情
報
等
を
い
く
つ
か
の

手
段
で
発
信
し
て
い
る
。
令
和

６
年
第
２
回
定
例
会
で
も
答
弁

を
頂
い
た
が
、
情
報
発
信
手
段

の
一
つ
で
も
あ
る
緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
の
今
現
在
の
活
用
状

況
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
補
佐
】
町
で
は
平

成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
受
け
て
、
有
事
の
際
に

迅
速
な
情
報
発
信
が
で
き
る
緊

急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
整
備
し

て
い
る
。
こ
の
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
は
、
最
も
身
近
で
確
実

な
情
報
伝
達
手
段
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

近
年
で
は
台
風
や
線
状
降
水

帯
な
ど
の
発
生
が
頻
発
化
し
て

お
り
、
町
で
は
災
害
が
発
生
、

ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
、
注
意
喚
起
や
早
期

避
難
を
う
な
が
す
た
め
の
避
難

情
報
を
迅
速
に
配
信
す
る
た
め

に
活
用
し
て
い
る
。

【
介
川
】
令
和
６
年
10
月
に
町

の
一
部
地
域
で
発
生
し
た
停
電

時
に
は
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
か
ら
は
停
電
の
情
報
は
発
信

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
停
電
に

関
す
る
情
報
が
欲
し
か
っ
た
と

の
声
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の

時
の
町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
課
長
補
佐
】
停
電
時
に

は
、
基
本
的
に
は
電
力
事
業
者

か
ら
町
民
に
対
し
て
情
報
発
信

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
電
力
事
業
者
か

ら
発
生
原
因
や
復
旧
目
安
な
ど

の
情
報
を
得
よ
う
と
し
た
が
、

有
力
な
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
ま

た
、
電
力
事
業
者
か
ら
周
知
等

の
要
請
も
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
町
か
ら
電
力
事
業
者
に

対
し
て
、
停

電
発
生
の
原

因
や
復
旧
目

安
な
ど
、
早

い
段
階
で
の

可
能
な
限
り

で
の
情
報
提

供
を
頂
き
た

い
と
要
望
し

て
い
る
。
今

木
曜
の
月
２
日
実
証
運
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
利

用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に

送
迎
運
行
回
数
、
費
用
対
効
果

を
検
証
し
た
上
で
本
格
運
行
と

な
る
事
業
化
へ
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
介
川
】
現
在
社
会
的
に
も
蛍

光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り

か
え
て
い
く
動
き
が
あ
る
。
一

般
家
庭
の
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
買
い
替
え
る
方
に
町
は

助
成
制
度
が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
照
明
が
す

ぐ
に
使
用
禁
止
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
現
時
点
で
助
成

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

な
お
、
住
宅
で
の
工
事
を
と
も

な
う
よ
う
な
照
明
の
改
修
な
ら

ば
、
町
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
金
事
業
対
象
と
な
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
担
当
課
で
あ
る
建

設
課
へ
ご
相
談
を
い
た
だ
き
た

い
。

停
電
時
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

電
力
事
業
者
に
早
め
の
情
報
提
供
を
要
望
中

介川秀男 議員

答 問

運
転
免
許
更
新
時
の
高

齢
者
講
習
に
つ
い
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
購
入
時
の

町
の
対
応
に
つ
い
て
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

経
営
計
画
の
策
定
を
担
う
大
子

町
森
林
組
合
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
販
売
仲
介
だ
け
で
な
く
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
も
担
う
事
業

者
と
の
連
携
が
生
ま
れ
、
導
入

に
向
け
た
条
件
が
整
い
つ
つ
あ

り
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
福
田
】
自
動
二
輪
車
（
以
後
、

バ
イ
ク
）
で
来
町
し
て
い
る
人

を
見
か
け
る
。
町
は
サ
イ
ク
リ

ス
ト
の
誘
客
を
図
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
は
あ
る
と
思
う
が
、
バ

イ
ク
は
自
転
車
よ
り
移
動
距
離

が
長
く
て
も
来
町
で
き
る
。
交

流
人
口
創
出
に
も
一
役
買
っ
て

く
れ
る
と
考
え
る
。
自
転
車
と

平
行
し
て
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い

る
方
を
歓
迎
す
る
よ
う
な
誘
客

【
福
田
】
大
子
町
で
は
、
令
和

４
年
８
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
町
内
横
断

的
な
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
こ
の
チ

ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
令
和
４
年

11
月
に
全
体
会
議
を
開
催
、
令

和
５
年
３
月
に
は
職
員
４
人
で

那
須
塩
原
市
へ
先
進
地
事
例
の

視
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、
環
境

省
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
補
助
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
大
子
町
地
域
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ

ン
の
作
成
を
進
め
、
同
時
に
職

員
へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
き

た
。

【
福
田
】
職
員
だ
け
で
な
く
、

町
民
も
含
め
て
全
て
の
人
が
同

じ
目
的
を
持
っ
て
、
行
動
目
標

の
よ
う
な
も
の
を
立
て
て
実
行

し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、

広
報
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
活
動
で
は

な
く
町
と
し
て
脱

炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
後
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

【
福
田
】
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
お
い
て
森
林
の
役

割
は
大
き
い
と
考
え
る
。
森
林

か
ら
収
入
を
得
る
方
法
の
ひ
と

つ
と
し
て
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
大
子
町

で
は
今
後
取
り
組
む
考
え
が
あ

る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
や
適
切
な
森
林
管
理
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
削
減
量
、

吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て

国
が
認
証
す
る
制
度
で
あ
り
、

こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
二
酸
化
炭

素
の
排
出
企
業
な
ど
に
販
売
す

る
こ
と
で
、
森
林
整
備
事
業
体

な
ど
が
そ
の
売
却
益
を
活
用
し
、

更
な
る
整
備
の
促
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
今

年
度
、
登
録
に
不
可
欠
な
森
林

に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ほ
ぼ
通
年

で
町
内
観
光
施
設
に
訪
れ
て
い

る
の
は
認
識
し
て
い
る
。
観
光

誘
客
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
効
果
、
影
響
を
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
今
後
整
備
す
る
駐
車

場
に
、
で
き
る
限
り
バ
イ
ク
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
も
う
け
ら
れ

な
い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
駐
車
場
と

し
て
整
備
で
き
る
土
地
が
限
定

的
で
あ
る
中
、
観
光
客
、
町
民

の
快
適
性
や
利
便
性
を
最
大
化

す
る
た
め
、
自
動
車
の
駐
車
需

要
も
含
め
た
面
積
設
定
や
用
途

指
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

【
福
田
】
歩
道
の
片
隅
や
自
動

車
の
ス
ペ
ー
ス
へ
の
バ
イ
ク
の

駐
車
を
見
か
け
る
。
き
ち
ん
と

整
備
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】

近
隣
の
道
の
駅
で
も

二
輪
ス
ペ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
快

適
性
、
安
全
性
を
確

保
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
環
境
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
取
り
組
む
考
え
は

導
入
に
向
け
た
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
り
準
備
を
進
め
て
い
る

福田祥江 議員

答 問

バ
イ
ク
ラ
イ
ダ
ー
に

対
す
る
誘
客
策
を

13　大子議会だより No.220

一般質問

森林からJクレジットが創出できる！

道の駅奥久慈だいごの二輪車駐車場



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

者
と
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
。

【
農
林
課
長
】
町
と
所
有
者
、

ま
た
管
理
者
も
加
え
た
維
持
管

理
に
関
す
る
協
定
を
締
結
（
整

備
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
協

議
）
後
、
町
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
を
行
い
、
整
備
完
了
後
は

協
定
を
結
ん
だ
所
有
者
、
管
理

者
が
草
刈
り
等
の
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
で
き
る
事
が
魅
力
の
特
徴

で
あ
り
、
水
郡
線
各
駅
が
乗
降

場
所
で
も
あ
る
。
ま
た
、
自
動

車
で
お
越
し
の
方
々
も
多
く
存

在
し
て
い
る
が
駐
車
場
の
計
画

は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
宮
川
コ
ミ

セ
ン
、
町
営
袋
田
駐
車
場
、
大

円
地
駐
車
場
を
利
用
し
て
頂
い

て
い
る
。
今
後
の
問
題
点
を
茨

城
県
と
も
協
議
を
し
つ
つ
、
地

元
の
方
々
に
も
相
談
し
な
が
ら

考
え
て
い
く
。

【
飯
村
】
下
野
宮
の
奥
州
街
道

七
曲
峠
の
散
策
路
や
八
溝
山
周

辺
の
既
存
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
並
行
し
て
整
備
を
進
め
て

み
て
は
い
か
が
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
八
溝
山
周

辺
の
既
存
の
登
山
コ
ー
ス
と

の
一
体
的
な
運
用
な
ど
に
よ

り
効
率

的
、
効

果
的
に

整
備
を

進
め
て

い
き
た

い
。
七

曲
峠
の

散
策
路

【
飯
村
】
身
近
な
み
ど
り
整
備

推
進
事
業
の
整
備
目
的
と
実
施

の
内
容
は
。

【
農
林
課
長
】
公
益
機
能
の
発

揮
・
有
害
鳥
獣
対
策
・
歩
行
者

の
安
全
確
保
・
景
観
の
向
上
や

観
光
資
源
の
創
出
な
ど
森
林
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
整
備

対
象
（
植
栽
、
刈
り
払
い
、
枝

打
ち
、
作
業
道
路
開
設
、
簡
易

な
施
設
の
設
置
な
ど
。）

【
飯
村
】
実
施
計
画
で
は
、
良

好
な
景
観
の
よ
み
が
え
り
を
図

る
た
め
に
伐
採
す
る
位
置
な
ど

が
重
要
で
あ
る
。
整
備
を
行
う

上
で
の
維
持
管
理
団
体
や
事
業

【
飯
村
】
今
後
の
町
内
で
の
常

陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス

の
整
備
計
画
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
茨
城
県
の

案
で
は
、
下
野
宮
駅
か
ら
八
溝

山
頂
を
目
指
し
、
旧
上
野
宮
小

学
校
、
奥
久
慈
茶
の
里
公
園
、

旧
上
岡
小
学
校
を
通
り
、
ア
ッ

プ
ル
ラ
イ
ン
か
ら
常
陸
大
宮
市

に
南
下
し
て
い
く
ル
ー
ト
が
示

さ
れ
て
い
る
。

【
飯
村
】
発
着
地
点
は
自
由
に

は
、
現
時
点
で
は
県
か
ら
の
提

示
案
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
ま

た
整
備
の
実
現
性
も
含
め
て
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
飯
村
】
道
の
駅
奥
久
慈
だ
い

ご
北
側
敷
地
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
決
定
し

設
計
業
務
も
ま
と
ま
っ
て
き
て

い
る
と
伺
っ
た
。
着
工
予
定
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
来
年
度
の

当
初
予
算
に
整
備
費
用
を
計
上

し
、
議
会
、
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
を
行
い
な
が
ら
順
次

事
業
に
着
手
し
て
い
く
。
着
工

予
定
は
５
月
か
ら
６
月
頃
と
想

定
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
今
後
も
飼
い
主
と
ペ

ッ
ト
が
楽
し
め
る
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
増
設
を
推

進
し
て
み
て
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
民
間
事
業

者
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

企
業
の
参
入
に
期
待
し
た
い
。

大
神
宮
山
頂
の
景
観
整
備
の
実
施
を

事
業
の
要
件
に
適
し
て
い
る
か
確
認
中

飯村　剛 議員

答 問

ぺ
ッ
ト
と
訪
れ
る
観
光

客
が
増
え
る
の
で
は

魅
力
的
な
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
の
整
備
は
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

ツ
の
推
進
を
進
め
る
た

め
に
、
空
き
家
や
空
き

店
舗
等
に
高
校
生
を
中

心
と
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
設
置
等
は
考

え
ら
れ
る
の
か
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

当
町
に
お
い
て
は
、
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開
催
す
る

等
、
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

空
き
家
や
空
き
店
舗
等
を
活
用

し
て
の
高
校
生
を
中
心
と
し
た

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
置
で

あ
る
が
、
風
俗
営
業
等
の
規
制

及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
に
定
め
る
風
俗
営
業
に

該
当
す
る
可
能
性
や
、
家
庭
用

ゲ
ー
ム
機
を
常
設
す
る
場
合
は
、

メ
ー
カ
ー
の
許
諾
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
、
規
制
の
確
認

等
も
含
め
て
整
備
運
営
に
は
十

分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る【
川
井
】
町
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
宣
言
し
て
い
る
。
近

年
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実

【
川
井
】
空
き
家
、
空
き
店
舗

の
活
用
と
し
て
町
が
主
体
と
な

っ
て
起
業
を
目
指
す
人
た
ち
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
シ
ェ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
開

設
し
て
提
供
す
る
仕
組
み
等
で

あ
る
。
シ
ェ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
を
整

備
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か

ど
う
か
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
令
和
３

年
３
月
に
策
定
し
た
、「
大
子

ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い

て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
環

境
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。
本

年
度
の
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
、

都
市
再
生
再
編
集
中
事
業
を
活

用
し
て
、
空
き
店
舗
１
棟
を
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
改

修
す
る
た
め
の
設
計
に
今
年
度

中
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
、
対
象
と
す
る
空
き
店
舗

の
選
定
と
改
修
の
仕
様
に
つ
い

て
は
検
討
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
シ
ェ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
町
が
整
備
を
行
う

予
定
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

【
川
井
】
茨
城
県
は
、
２
０
１

９
年
、「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

国
体
」
に
合
わ
せ
全
国
初
と
な

る
都
道
府
県
対
抗
に
よ
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
全
国
都
道
府
県

対
抗
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
権
２
０

１
９　
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
を

開
催
し
、
茨
城
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
と
し
て
全
国
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
。
大
子
町
も
２

０
２
０
年
３
月
５
日
に
、「
い

ば
ら
き
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
産
業
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
」

に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
中
で
、
積
極
的
に
ｅ
ス
ポ
ー

現
に
向
け
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
削
減
推
進
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
誰
も
が
無
料
で
給
水

で
き
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド

を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
の
事

例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
熱
中

症
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
有

効
で
あ
り
、
町
と
し
て
協
定
を

締
結
し
、
設
置
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
と
思
う
が
町
の
考
え
を

伺
う
。

【
総
務
課
長
補
佐
】
他
市
町
村

の
導
入
経
緯
、
状
況
等
を
精
査

し
、
熱
中
症
対
策
と
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
対
策
が
両
立
す
る

方
法
で
有
効
的
に
導
入
可
能
か

ど
う
か
、
マ
ッ
チ
ン
グ
や
衛
生

的
な
面
や
管
理
上
の
課
題
等
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
整
備
は

設
計
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る

川井正人 議員

答 問

庁
舎
内
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

タ
ン
ド
を
設
置
し
て
は

立地条件の良い空き店舗
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
大
子
町
研
修
セ
ン
タ

ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
際
、
豊
か
な
自
然
資
源
を

活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
の
質

問
に
、
所
管
課
と
も
連
携
し
な

が
ら
研
究
し
た
い
と
の
答
弁
を

い
た
だ
い
た
。
研
究
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
か
と
い
う

内
容
で
協
議
を
進
め
て
き
た
。

令
和
５
年
度
に
11
団
体
、
本
年

度
は
11
月
末
時
点
で
18
団
体
の

利
用
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
町

営
研
修
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
日
体

大
に
お
い
て
も
、
大
子
町
で
合

宿
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

声
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。

【
須
藤
】
ス
ポ
ー
ツ
は
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
体
力
向
上
、

思
考
力
や
判
断
力
を
育
む
な
ど
、

人
間
形
成
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
時
代
の
流

れ
の
中
で
新
た
な
も
の
を
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
教
育
長
は
、
今

【
須
藤
】
日
体
大
と
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定

締
結
後
７
年
が
経
過
し
て
い
る
。

そ
の
間
の
事
業
内
容
と
成
果
に

つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
奥

久
慈
湯
の
里
大
子
マ
ラ
ソ
ン
大

会
へ
の
招
待
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
に
お
い
て
実
技
を
伴
っ

た
講
演
会
の
実
施
、
大
子
清
流

高
校
文
化
祭
へ
の
講
師
派
遣
、

日
体
大
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
訪
問

事
業
と
し
て
、
運
動
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
連
携
事
業
を
通
し
て

得
ら
れ
た
成
果
は
、
町
内
の
児

童
・
生
徒
や
指
導
者
、
保
護
者

が
直
接
体
験
で
き
た
こ
と
に
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
知
識
や

技
術
面
で
の
向
上
が
図
ら
れ
た

と
と
も
に
、
健
康
意
識
の
高
揚

も
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

【
須
藤
】
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
さ
れ
た
中
学
生
の
反
応
は
、

ど
う
い
う
反
応
だ
っ
た
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
実

施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
と
い
う
縄

跳
び
を
や
っ
た
と
き
、
学
生
と

話
し
な
が
ら
や
っ
た
と
こ
ろ
が

楽
し
か
っ
た
と
か
、
学
生
が
優

し
く
し
て
く
れ
た
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
健
志
台
キ

ャ
ン
パ
ス
の
設
備
が
充
実
し
て

い
て
驚
い
た
と
の
感
想
も
あ
っ

た
。

【
須
藤
】
交
流
を
さ
ら
に
具
体

的
に
進
め
て
行
く
う
え
で
、
小

中
学
生
や
高
校
生
、
体
育
指
導

員
、
関
係
者
等
の
意
見
を
聞
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

思
う
が
町
の
考
え
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
要

望
案
件
と
し
て
、
過
去
に
関
係

者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
集
団
行
動
に
関
す
る
レ
ク

チ
ャ
ー
希
望
、
マ
ッ
ト
運
動
や

跳
び
箱
運
動
、
鉄
棒
と
い
っ
た

種
目
の
指
導
希
望
、
ま
た
、
メ

ダ
リ
ス
ト
の
講
演
会
開
催
の
要

望
も
あ
り
、
で
き
る
も
の
は
実

施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
長
】
体
育
や
保
健
体
育

の
授
業
、
部
活
動
な
ど
子
供
た

ち
が
教
育
課
程
内
外
で
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
専
門
的
で
あ

る
日
体
大
と
積
極
的
に
連
携
し
、

学
ぶ
機
会
と
い
う
も
の
を
頂
く

こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
運
動
技

能
の
向
上
、
体
力
の
向
上
、
健

康
維
持
増
進
、
そ
し
て
指
導
者

の
指
導
力
向
上
な
ど
多
方
面
に

お
い
て
効
果
が
期
待
で
き
る
。

学
校
現
場
や
部
活
動
の
指
導

者
の
意
見
や
考
え
を
聞
き
な
が

ら
、
本
事
業
を
積
極
的
に
取
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

日
体
大
と
の
今
後
の
事
業
展
開
は

本
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

須藤　明 議員

答 問
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

宣
言
の
懸
垂
幕
の
設
置
に
つ
い

て
、「
関
係
機
関
、
期
間
が
あ

る
も
の
に
限
定
し
て
い
る
。
現

段
階
で
は
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。」
と
答
弁
し
て
い
る
。
核

兵
器
の
廃
絶
を
掲
げ
た
日
本
被

団
協
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
。
再
度
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

【
総
務
課
長
補
佐
】
現
時
点
で

も
役
場
庁
舎
取
り
扱
い
に
お
い

て
は
同
様
と
し
て
お
り
、
各
機

関
の
依
頼
に
よ
る
も
の
や
期
限

の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

【
佐
藤
】
宣
言
は
昭
和
56
年
に

議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新

た
な
建
物
が
立
て
ば
、
そ
れ
を

引
き
継
ぐ
の
が
町
の
仕
事
で
は

な
い
の
か
。

【
町
長
】
新
し
い
土
地
で
希
望

を
募
っ
た
際
に
、
要
望
が
な
か

っ
た
。

【
佐
藤
】
政
府
は
、
補
正
予
算

を
提
出
し
、
高
物
価
に
よ
る
影

響
を
被
る
低
所
得
者
へ
の
支
援

を
促
し
て
い
る
。
追
加
さ
れ
た

【
佐
藤
】
難
聴
で
他
人
と
の
会

話
が
成
立
し
な
い
の
で
外
出
し

な
い
な
ど
難
聴
者
の
社
会
生
活

へ
の
影
響
、
又
、
最
近
の
研
究

で
は
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
町
は

ど
の
様
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

【
福
祉
課
長
】
年
齢
を
重
ね
る

こ
と
で
除
々
に
進
行
す
る
聴
力

の
低
下
で
、
危
険
察
知
能
力
が

低
下
し
た
り
、
他
人
と
の
コ
ミ

ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く

い
と
感
じ
る
こ
と
で
不
安
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
認
知
機
能
に

影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
佐
藤
】
６
月
議
会
で
は
、全
国
、

県
内
の
例
を
挙
げ
質
問
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、「
実
施
市
町
村

の
事
例
調
査
等
を
確
認
し
、
導

入
に
向
け
研
究
し
た
い
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
町
の
実
態
、
他

市
町
村
の
事
例
を
研
究
し
た
の

か
。

【
福
祉
課
長
】
補
聴
器
購
入
費

用
助
成
補
助
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
情
報
を
収
集
し
た
。
12
月

３
日
現
在
、
10
市
町
村
が
実
施

し
て
い
る
。
町
で
は
、
第
９
期

介
護
保
険
事

業
計
画
策
定

で
行
っ
た
ニ

ー
ズ
調
査
に

お
い
て
、
補

助
金
に
つ
い

て
の
意
見
は

な
か
っ
た
。

【
佐
藤
】
私
が
聞
い
た
認
識
と

大
分
違
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の

声
を
町
は
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
支
援
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
他
市
町
村
の
実
績

や
動
向
を
踏
ま
え
た
り
、
予
防

法
の
周
知
等
を
図
り
な
が
ら
判

断
し
て
い
く
。

【
佐
藤
】
６
月
議
会
の
一
般
質

問
で
役
場
玄
関
前
の
非
核
平
和

施
策
事
業
で
は
光
熱
費
支
援
、

水
道
料
金
の
減
免
な
ど
も
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
施
策
も
踏
ま
え
、
茨

城
県
下
で
最
も
寒
い
地
域
で
灯

油
の
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
光
熱
費
支
援
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
国
、
県
か

ら
町
へ
提
示
さ
れ
、
時
期
や
全

体
の
金
額
が
精
査
さ
れ
る
の
で
、

示
さ
れ
て
か
ら
判
断
す
る
。

補
聴
器
購
入
費
用
助
成
制
度
は

ニ
ー
ズ
調
査
に
意
見
は
な
か
っ
た

佐藤正弘 議員

答 問

重
点
支
援
地
方
交

付
金
に
つ
い
て

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
懸

垂
幕
の
設
置
に
つ
い
て
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旧役場玄関前に設置されていた
議会議決の看板

寒さ厳しい時期に需要が増える灯油



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
建
設
課
長
】
路
面
が
荒
れ
て

い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

住
民
か
ら
の
通
報
、
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
道
路
の
く
ぼ
み
が
確
認

で
き
た
ら
、
建
設
課
で
補
修
の

対
応
を
し
て
い
る
。
来
年
度
以

降
も
予
算
を
考
慮
し
た
上
で
補

修
を
し
て
い
く
。

【
菊
池
】
今
定
例
会
の
「
大
子

町
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」
提

案
に
あ
た
り
看
板
や
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
て
目
に
見
え
る
活
動

を
し
て
は
ど
う
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
本
条
例
施

行
に
伴
い
ポ
イ
捨
て
等
を
防
止

す
る
た
め
、
看
板
な
ど
の
作
成

を
予
定
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
て
作
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
は
啓
発
活
動
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
表
示
す
る

内
容
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
大
き
な
看

板
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
の
方

【
菊
池
】
御
免
沢
の
町
道
は
、

夏
以
降
草
が
伸
び
縁
石
周
り
と

歩
道
が
草
で
歩
き
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

前
に
も
う
一
度
除
草
出
来
な
い

か
。

【
建
設
課
長
】
町
道
の
除
草
は
、

幹
線
道
路
を
中
心
に
９
路
線
、

延
長
で
34
㎞
の
区
間
を
除
草
し

て
い
る
。
お
盆
前
に
除
草
が
完

了
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
町

道
以
外
に
も
林
道
５
路
線
、
延

長
で
約
30
㎞
を
除
草
し
て
い
て
、

通
学
路
の
除
草
に
つ
い
て
も
行

き
届
い
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
拡
充
は
出
来
な
い

状
況
で
あ
る
。

【
菊
池
】
財
源
的
に
大
変
な
の

は
理
解
す
る
が
、
運
動
公
園
や

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
重

要
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
再
度

考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
労
務
単
価
の
上

昇
な
ど
に
よ
り
、
現
状
と
同
じ

作
業
で
も
毎
年
、
事
業
費
が
増

え
て
き
て
い
る
の
で
、
回
数
を

増
や
す
と
高
額
な
事
業
費
と
な

る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

【
菊
池
】
日

常
の
交
通
量

も
多
い
こ
と

か
ら
、
路
面

に
凹
凸
が
あ

っ
た
り
、
う

ね
っ
て
い
た

り
傷
ん
で
い

る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
、

バ
イ
ク
や
自

転
車
で
は
非

常
に
危
険
な

状
況
で
あ
る
。

舗
装
の
や
り

直
し
を
計
画

的
に
出
来
な

い
か
。

が
使
い
や
す
い
よ
う
な
サ
イ
ズ

も
検
討
す
る
。

【
菊
池
】
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
返
礼
品
の
増
額
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
納
税

額
を
増
や
す
た
め
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
は
何
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
内
事

業
者
に
募
集
を
行
い
、
２
９
０

品
目
か
ら
５
８
０
品
目
に
増
加

さ
せ
た
。
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
さ
と
ふ
る
」
で
の
情
報
掲

載
を
開
始
し
、
年
末
ま
で
に
計

11
の
サ
イ
ト
に
拡
大
を
行
う
。

【
菊
池
】
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ

が
あ
る
と
思
う
が
、
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
く
考
え
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
今
後
も

返
礼
品
を
充
実
さ
せ
、
事
業
者

の
販
路
拡
大
と
町
の
財
源
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

御
免
沢
町
道
の
除
草
回
数
拡
充
を

高
額
な
事
業
費
に
な
る
の
で
で
き
な
い

菊池靖一 議員

答 問

ポ
イ
捨
て
禁
止
看

板
設
置
の
考
え
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ
と
は
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この状況をどう考える



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

水
辺
の
整
備
を
進
め
て
い
て
、

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
」

と
い
う
制
度
を
、
今
後
、
河
川

管
理
者
と
市
町
村
、
民
間
の
力

を
借
り
て
、
観
光
交
流
施
設
が

活
用
で
き
る
よ
う
な
形
で
進
め

て
い
く
。

【
齋
藤
】
大
子
町
の
久
慈
川
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
ち
ょ
く
は
、
松
沼
橋
架
け
替

え
を
残
し
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
。

こ
の
関
連
の
事
業
を
見
れ
ば
、

付
近
の
河
川
敷
の
雑
木
は
き
れ

い
に
伐
採
さ
れ
て
見
晴
ら
し
が

良
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
松

沼
橋
の
完
成
に
あ
た
り
、
松
沼

【
齋
藤
】
大
子
町
で
は
、
東
日

本
大
震
災
。
令
和
元
年
東
日
本

台
風
災
害
を
踏
ま
え
、
防
災
力

の
強
化
と
と
も
に
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

町
の
進
め
る
防
災
力
の
強
化
は
、

地
域
の
協
力
な
し
で
は
進
ま
な

い
。
特
に
、
地
域
の
消
防
団
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
連
携
が

大
切
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、

消
防
団
員
不
足
が
進
み
、
消
防

活
動
に
支
障
が
出
て
い
る
の
が

実
状
で
あ
る
。
地
域
の
安
心
安

全
を
守
る
た
め
、
団
員
確
保
が

急
務
で
あ
る
と
思
う
が
、
町
の

考
え
を
伺
う
。

【
消
防
長
】
現
在
、
消
防
団
員

の
減
少
は
全
国
的
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
消
防
団
員
は
、
地

域
に
お
け
る
消
防
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
減
少
す
る
こ
と
で
、

災
害
対
応
が
懸
念
さ
れ
る
。
消

防
団
と
消
防
本
部
で
は
、
団
員

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

積
極
的
に
団
員
確
保
を
行
っ
て

き
た
。
令
和
５
年
度
に
は
、
消

防
団
の
処
遇
改
善
に
よ
り
年
額

報
酬
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
令

和
６
年
度
は
、
広
く
町
民
へ
の

啓
発
活
動
を
行
い
、
区
長
や
消

防
後
援
会
長
等
に
説
明
に
行
く

な
ど
積
極
的
に
尽
力
し
て
い
る
。

引
き
続
き
消
防
団
や
地
域
の

方
々
と
連
携
し
て
募
集
活
動
を

行
い
、
入
団
促
進
に
努
め
て
い

く
。

【
齋
藤
】
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
、
今
後
、
防
災
対

応
型
観
光
交
流
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
以

前
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
る
や
な

場
や
、
子
供
達
が
安
心
し
て
憩

え
る
河
川
整
備
は
考
え
ら
れ
な

い
か
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
現
在
、
防

災
道
の
駅
、
防
災
型
観
光
交
流

施
設
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

の
整
備
が
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
も
進
ん
で
い
る
中
、
次

の
目
標
は
、
押
川
の
河
岸
を
活

用
し
た
遊
び
場
の
可
能
性
、
例

え
ば
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
安
心

し
て
水
と
触
れ
合
う
事
の
で
き

る
親
水
性
の
高
い
公
園
を
、
次

の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
方
で
も

河
川
敷
伐
採
も
強
く
働
き
か
け

て
は
い
か
が
か
。
特
に
、
大
子

警
察
署
前
の
交
通
安
全
標
語
な

ど
は
全
く
見
え
な
い
。
交
通
安

全
の
た
め
に
も
伐
採
す
べ
き
で

あ
る
。
考
え
を
伺
う
。

【
建
設
課
長
】
久
慈
川
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

河
川
内
の
樹
木
伐
採
も
計
画
さ

れ
て
い
る
。
松
沼
橋
上
流
部
分

に
つ
い
て
は
、
一
部
の
区
間
の

発
注
が
完
了
し
て
い
る
。
議
員

か
ら
ご
指
摘
が
あ
っ
た
残
り
の

区
間
（
商
工
会
周
り
か
ら
下
流

部
分
）
で
、
引
き
続
き
久
慈
川

緊
急
治
水
対
策
河
川
事
務
所
と

連
携
を
と
っ
て
、
河
川
敷
の
整

備
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

〔
そ
の
ほ
か
の
質
問
〕　

中
学
校

統
合
跡
地
利
用
に
つ
い
て

消
防
団
員
確
保
が
急
務
で
は

町
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む

齋藤忠一 議員

答 問

松
沼
河
川
敷
の
伐

採
は
出
来
な
い
か

や
な
場
の
整
備
と
子
供

の
憩
え
る
河
川
整
備
を
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一般質問

子供たちが憩える河川整備を

伐採が待たれる松沼河川敷
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　

私
の
将
来
の
夢
は
「
ト
リ

マ
ー
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
が
ト
リ
マ
ー
に
な
り
た
い

理
由
は
、
動
物
が
大
好
き
だ

か
ら
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら

動
物
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

私
の
飼
っ
て
い
る
犬
を
見
て

も
ら
っ
て
い
る
ト
リ
マ
ー
の

方
が
、
と
て
も
素
敵
な
方
だ

か
ら
で
す
。
い
つ
も
笑
顔
で

動
物
と
触
れ
合
い
、
楽
し
そ

う
に
働
い
て
い
ま
す
。
動
物

と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
私
に
は
、
と
て

も
ぴ
っ
た
り
な
仕
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
今
ト
リ
マ

ー
に
な
る
た
め
に
動
物
と
の

触
れ
合
い
方
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
な
つ

い
て
も
ら
え
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
し
つ
け
を
し
た
ら
い

い
の
か
。
こ
れ
か
ら
も
ト
リ

マ
ー
に
な
る
た
め
に
た
く
さ

ん
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大子西中学校３年
笠
かさ
井
い
　愛

あい
香
か
さん

３
月
定
例
会
開
催
予
定

▽
３
月
５
日
（
水
）
開　
　
会

▽　
　
６
日
（
木
）
自
宅
審
議

　
　
～
９
日
（
日
）　　
〃

▽　
　
10
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　
11
日
（
火
）　　
〃

▽　
　
12
日
（
水
）　　
〃

▽　
　
13
日
（
木
）
予
算・決
算
委
員
会

▽　
　
14
日
（
金
）　　
〃

▽　
　
15
日
（
土
）
自
宅
審
議

▽　
　
16
日
（
日
）　　
〃

▽　
　
17
日
（
月
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
閉　
　
会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委 

員 

長　

川　
井　
正　
人

副
委
員
長　

高　
村　
和　
成

委　
　

員　

介　
川　
秀　
男

委　
　

員　

根　
本　
厚　
子

委　
　

員　

飯　
村　
　
　
剛

委　
　

員　

大　
森　
勝　
夫

委　
　

員　

須　
藤　
　
　
明

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

携
帯
ア
プ
リ
で
Ｆ
Ｍ

だ
い
ご
を
聴
こ
う

　

議
会
の
一
般
質
問
は
町
か

ら
配
付
さ
れ
た
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
以
外
で
も
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

通
常
の
ラ
ジ
オ
端
末
や
車

の
ラ
ジ
オ
、
さ
ら
に
は
携
帯

電
話
で
も
ア
プ
リ
を
使
っ
て

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
携

帯
電
話
に
ア
プ
リ
を
入
れ
て

お
け
ば
、
災
害
時
、
も
し
緊

急
告
知
ラ
ジ
オ
の
電
池
が
切

れ
て
い
た
場
合
で
も
、
携
帯

電
話
で
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

緊
急
時
で
も
自
動
で
起
動
は

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。（
災
害
に
備
え
、
日
頃

か
ら
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
電

池
状
況
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
！
）

　

ラ
ジ
オ
の
聴
け
る
ア
プ
リ

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

お
好
み
の
ア
プ
リ
を
選
ん
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ｍ
だ

い
ご
の
チ

ャ
ン
ネ
ル

は「
77・５
」

で
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
大
子
町
の

明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
の

第
一
歩
と
し
て
、「
議
会
の

見
え
る
化
」
を
推
進
し
、
各

地
区
、
団
体
の
皆
さ
ん
と
の

積
極
的
な
意
見
交
換
会
を
行

っ
た
。
私
た
ち
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
課
題
や
解
決

策
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
よ

り
更
に
住
み
や
す
い
町
に
変

化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　

大
子
町
は
こ
れ
か
ら
、
中

学
校
が
１
校
に
統
合
と
な
る

等
、
今
ま
で
に
経
験
の
な
い

事
が
た
く
さ
ん
起
こ
る
可
能

性
も
あ
る
。
時
代
の
変
化
が

目
ま
ぐ
る
し
い
現
代
で
は
、

常
に
世
の
中
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
の
か
把
握
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

何
事
も
前
向
き
に
捉
え
、

大
子
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

よ
り
良
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

（
高
村
和
成
）

あ
と
が
き

３
月
定
例
会
開
催
予
定


